ＤＯＳ・審判員の仕事詳細
まず、ＤＯＳ・審判員はホイッスル（1個）、ストップウォッチ（3個）、ルーペ（3個）、赤黒ボールペンを忘れず持参して頂くようにお願いします。試合会場に用意されているホイッスルやストップウォッチは予備用であると考えてください。

　試　合　会　場　に　着　い　た　ら　

レンジ番のかたが準備していたら手伝って頂くようお願いします（人数不足のためレンジ番が１人しかいないレンジ校もございますので）。
ＤＯＳはレンジ番のかたより、スコアカードなどが入った封筒を受け取ってください。また、５０ｍのＷＷＬやＷＬの無いレンジもありますので、応援者がどのエリアまで入れるか（混雑を避けるため）などの指示をレンジ番より受け、開会式の前後に各校にその旨を伝えて頂くようお願いします。
　集　合　時　間　に　な　っ　た　ら　

9時10分（午後の部は13時40分）になったら、ＤＯＳは「各校代表者の方と記録の方は集合してください。」と言って、各校代表者と記録員を集合させ、レンジ番から受け取った封筒から、スコアカード（選手の人数分）とメンバー表（各校に2枚ずつの計4枚）を各校代表者に配布します。また、各校から記録員を1名ずつ（計2人）選出してもらい（人数不足の大学には記録補助員としてレンジ番の方に記録員をして頂きます）、記録用紙3枚を配布します。3枚のうち1枚はDOSに提出してもらう用です。つまり、記録員2名のうち1人が１枚、もう１人が２枚の記録用紙を書いて頂くことになります。

　開　会　式　
９時３０分（午後の部は１４時）の競技開始に間に合うように、9時２０分（午後の部は13時５０分）になったら、ＤＯＳ・審判員は並んで、ＤＯＳはホイッスルを1声「ピー」と鳴らし、「集合してください。」と言う。
各校が集合したら、ＤＯＳは「ただいまより○○大学対△△大学のリーグ戦（またはエキストラマッチ）第○戦を行います。」と言い、続けて「メンバー表の交換を行ってください。」と言う。すると、各校代表者が前に出てきて、メンバー表を相手校とＤＯＳに渡します。ＤＯＳは両校から1枚づつの計２枚メンバー表を渡してもらいます。各校代表者が戻ったら、ＤＯＳは「服装検査を行います。全員後ろを向いてください。」と言って、チームの全員が見渡せる位置まで前に出て、大学名が記載されているかチームのユニフォームが統一されているかどうかチェックします。

よければ、ＤＯＳは「直ってください。弓具検査を行います。」と言って、先ほど受け取ったメンバー表2枚を2人の審判員に渡して、審判員を弓具検査に行かせる。
　弓　具　検　査　
審判員は１的の選手から順に弓具検査を行っていきます。審判員はまず、１的の選手の前に立ち、「お願いします」と言うと、選手の方が「お願いします。本日第○的を射たせて頂きます、××大学の△△です。」と言うので、

（1） メンバー表に記載されている名前と一致しているかを確認します。名前があっていたら、

（2） 弓具を検査します（ＤＯＳ・審判員実施要項を参照）。検査のポイントは主に３点です。①タブに意図的な切れ込みがないかどうか②ハンドルなどにダブルサイトの違反がないかどうか③矢が統一されているか（シャフトは同じか、ノックの色は同じか、羽の色の組み合わせは同じか、羽の枚数が同じか、シャフトに名前またはイニシャルが入っているかどうか）です。予備具（タブなど）があればそれも検査。

③についての見方ですが、矢が重なって見えにくければ、羽の部分には触らずに

ノックやシャフトの部分を持って、見えるように確認してもらっても構いません。ただし、羽には絶対触れないでください、マナー違反です。

（３）次に審判員は「バッジをお願いします」と言って、選手にバッジの提示を求めます。　すると、選手はバッジを見せてくるので、それを確認したら、審判員は「はい、結構です」と言って、その選手の確認を終え、次の2的の選手の前に行き、また「お願いします」と言います。あとはその繰り返しです。また、そのチームにコーチや監督がいれば、選手と同様に前に立ち「お願いします」と言ったら、コーチ（監督）は「お願いします。本日コーチを務めさせて頂きます、○○です。」と言うので、メンバー表に記載されているコーチ名と一致するか確認し、その人がコーチ証を持っているかを確認してください。確認できれば「はい、結構です」と言って、ＤＯＳの立っている位置まで戻ります。

審判員が2人とも弓具検査を終えて戻ってきたら、ＤＯＳは「先攻後攻を決めてください。」と言います。すると、両校の代表者が前に出てきてジャンケンで先攻・後攻を決めます。

それを聞いて、ＤＯＳは「○○大学の先攻により、ただいまより５分後の○○時△△分より競技を開始しますので、先攻チームはＷ・Ｌ付近に整列しておいてください。」、「「この試合は、1エンドごとに３射ずつ行射し制限時間は2分間とします。弦切れ・リム折れ等弓具破損に関しましては、残り矢一本につき４０秒が与えられ補充矢の行射を行い、修理時間は４分間とします。予期せぬ医学的問題につきまして快復に必要な時間はとりません。なお、フリー練習は制限時間を４分間とし、先攻後攻それぞれ１回のみ行います。その他に関しましては、全日本アーチェリー連盟競技規則、関西学生アーチェリー連盟リーグ戦規定及び申し合わせ事項によって行います。この試合のＤＯＳは、私□□大学◎◎、審判員は☆☆、◇◇で行います。」」　「両校、挨拶。」と言ったら、両校がお互いに「お願いします」と挨拶した後、ＤＯＳ・審判員の方に向き直って「お願いします」と挨拶してくるので、それが終われば、ＤＯＳは「解散してください。」と言います。その後選手は、同的の選手同士でスコアカードの交換をした後、行射の準備に入るので、ＤＯＳと審判員も所定の位置に着きます。
当日は、ＤＯＳは資料を見ながら話してもらってもかまいません。暗記するのは難しいと思いますので。

ＤＯＳは必ず自分の宣告した時間から開始してください（勝手に時間を早めないようにお願いします）。

　ま　ず　は　フ　リ　ー　練　習　が　あ　り　ま　す　。　
時間になったら（基本は午前なら９時３０分、午後なら１４時開始です）、会場の安全を確認して、ＤＯＳと審判員の３人は起立し、最初は赤旗を上げます。そして、ＤＯＳはホイッスル２声(ムーブアップ)を「ピー、ピー」と鳴らし、

「先攻○○大学フリー練習」と言う。ホイッスル２声を吹くと、選手はシューティングラインに進んできますので、ホイッスル２声から約１０秒後にホイッスル１声(行射開始)「ピー」と鳴らします。円滑に競技を進行するため、選手全員がＳＬに入っていなくても、ホイッスル２声から10秒間経てばホイッスル１声を鳴らしていただいて構いません。

ホイッスルを鳴らすと同時にストップウォッチを押し、タイム計測を始めてください（タイム計測はＤＯＳ・審判員の３人とも行います）。フリー練習は４分間です（何本射ってもかまいません）。

※「先攻○○大学フリー練習」や「先攻○○大学５０Ｍ１回目」などを言っている間に約３～５秒経過しますので、言ったあとの５～７秒後にＤＯＳはホイッスル１声を鳴らすことになります（この１０秒間はストップウォッチで正確に計測する必要はございません）。

ですので、選手全員が完全にＳＬに入っていない場合でも、ＤＯＳはホイッスル２声から１０秒経てば、行射開始のホイッスル１声を鳴らします。これは、試合運営を円滑に進めるためですので、選手の皆様にはご理解をいただき、ホイッスル２声（ムーブアップ）のあとは速やかにＳＬ（シューティングライン）に入るようお願いします。

ただし、レンジが狭く混雑しているなどの理由でＳＬへの移動に時間がかかるなど場合は、ＤＯＳの判断により、ホイッスル１声（行射開始）までの時間を少し延ばしていただくなどの配慮をお願いしたいと思います。故意に遅れてＳＬに入ってくる選手に関してはホイッスル１声（行射開始）を待つことはできませんのでご了承ください。

行射開始のホイッスル１声を鳴らしたあと、赤旗を緑旗に替え、着席する。緑旗は膝の上に横向きに置きます。行射終了３０秒前になったら緑旗を黄旗に替えて起立し、胸の高さで正面に水平に持つ。レンジが狭く、旗が選手の目障りになる時は、正面ではなく横に上げます。

４分間の時間経過もしくは全員の行射が終了したらホイッスル3声(矢取り)「ピー、ピー、ピー」を鳴らし、同時に黄旗を赤旗に持ち替え、赤旗を上げる。選手が矢取りに行ったら、ＤＯＳ・審判員は旗をイスか地面に置いて、標的前に行きます。
フリー練習なので、標的前では選手はジャッジを求めませんので、的中孔のチェックだけをします。選手が戻ったあと、ＤＯＳ・審判員は手分けして的中孔チェックをしていない的中孔に、チェックを入れる作業をしてください。この作業は迅速に行ってください。作業が済んだら、速やかに所定位置まで戻り、ＤＯＳ・審判員は赤旗を上げます。そして、ＤＯＳはホイッスル２声(ムーブアップ)「ピー、ピー」と鳴らし、

ＤＯＳは「後攻△△大学フリー練習」と言い、さきほどと同様に行います。

　い　よ　い　よ　競　技　開　始　　５０ｍ　
両校のフリー練習が終わったあとは、いよいよ競技が開始されます。行射時間は３本完射で２分間です。

後攻チームのフリー練習の矢取りから戻ってきたら、ＤＯＳ・審判員は赤旗を上げる。そして、ＤＯＳはホイッスル２声(ムーブアップ)「ピー、ピー」と鳴らし、

「先攻○○大学５０Ｍ１回目」と言う。さきほど同様、ホイッスル２声を吹くと、選手はシューティングラインに進んできますので、ホイッスル２声から約１０秒後にホイッスル１声(行射開始)「ピー」と鳴らします。

ホイッスル１声（行射開始）のあと、赤旗を緑旗に替えて着席する。

３０秒前になったら緑旗を黄旗に替えて起立し、胸の高さで正面に水平に持つ。

※３０秒前に気づかずに時間が過ぎた場合は、その時点から黄旗を上げ30秒間の時間を

　計測する。でも、絶対に時間を見過ごさないでください！

２分間の時間経過もしくは全員の行射が終了したら、ホイッスル２声（後攻チームと交代）「ピー、ピー」を鳴らし、ＤＯＳは「後攻△△大学５０Ｍ1回目」と言います。同時に持っている黄旗を赤旗に替え、赤旗を上げます。すると、後攻チームがＳＬに入ってきますので、ホイッスル２声から約１０秒後に、ホイッスル１声（行射開始）「ピー」を鳴らし、タイム計測を始めてください。
後攻チームが２分間の時間経過もしくは全員の行射が終了したらホイッスル３声（矢取り）「ピー、ピー、ピー」と鳴らし、同時に黄旗を赤旗に替え、赤旗を上げます。

両チームの選手が矢取りに行ったら、ＤＯＳ・審判員は旗をイスか地面に置いて、標的前に速やかに移動し、採点を監督する。

今度からは競技中なので、選手からジャッジを求められる時があるので、ジャッジを求められたらルーペで確認して、例えば、７点と８点の間でジャッジを求められていたら、「７点です」あるいは「８点です」というように答えます（Ｑ＆Ａ集４．２Ｑ参照）。

また、スコアカードに素点を誤って記入した選手が訂正を求めてくる時がありますが、その時は「どの矢ですか？」と選手に聞き、必ず矢を抜く前に、その矢の得点をＤＯＳまたは審判員の目で確認してから、間違った素点に赤ボールペンで２重線を引き、正しい得点を記入し、その近くに訂正したＤＯＳまたは審判員の名前をサインしてください。矢取り後の素点の訂正はできません。３射合計・６射合計などの合計点は選手自身で訂正できます。それらが終われば、ＤＯＳ・審判員は的中孔をチェックして、速やかに戻ります。

以下、順次先攻後攻を入れ替えて繰り返しです。
例えば、次の５０ｍ２回目の行射の、先射ちは後攻チームで、後射ちが先攻チームになります。以下同様に５０ｍ３回目の行射の、先射ちは先攻チームで、後射ちが後攻チームになり、５０ｍ４回目の行射の、先射ちは後攻チームで、後射ちが先攻チームになります。これを繰り返して行きます。

以下はＤＯＳのセリフとホイッスルの流れです。

「ピー、ピー（２回）」→「先攻○○大学５０Ｍ１回目」→「ピー（１回）」で行射開始→

· ・→２分経過または全員射ち終わる→「ピー、ピー（２回）」で先射ちチームの行射終

了と同時に後射ちチームのムーブアップ→「後攻△△大学５０Ｍ1回目」→「ピー（１回）」

で行射開始→２分経過または全員射ち終わる→「ピー、ピー、ピー（３回）」で矢取り。

あとは、繰り返しです。

「先攻○○大学５０Ｍ１回目」　　　　　　ホイッスルは２声で、ムーブアップまたは
「後攻△△大学５０Ｍ1回目」　　　　　　行射の交代。

「後攻△△大学５０Ｍ2回目」　　　　　　ホイッスル１声で、行射開始。　

「先攻○○大学５０Ｍ2回目」　　　　　　ホイッスル３声で、矢取り。

「先攻○○大学５０Ｍ3回目」

「後攻△△大学５０Ｍ3回目」

「後攻△△大学５０Ｍ4回目」

「先攻○○大学５０Ｍ4回目」

「先攻○○大学５０Ｍ5回目」

「後攻△△大学５０Ｍ5回目」

「後攻△△大学５０Ｍ6回目」

「先攻○○大学５０Ｍ6回目」

「先攻○○大学５０Ｍ7回目」

「後攻△△大学５０Ｍ7回目」

「後攻△△大学５０Ｍ8回目」

「先攻○○大学５０Ｍ8回目」

「先攻○○大学５０Ｍ9回目」

「後攻△△大学５０Ｍ9回目」

「後攻△△大学５０Ｍ10回目」

「先攻○○大学５０Ｍ10回目」

「先攻○○大学５０Ｍ11回目」

「後攻△△大学５０Ｍ11回目」

「後攻△△大学５０Ｍ12回目」

「先攻○○大学５０Ｍ12回目」
５０ｍ終了後、１０分程度休憩を取ります。

５０ｍ１２回目の矢取り時に、標的前で選手の採点が終わる頃を見計らって、その場で選手全員に聞こえるようにＤＯＳは「只今より約１０分間の休憩を取ります。○○時△△分より競技を再開しますのでそれまでに先攻チームはＷ・Ｌ付近に整列しておいてください。」と言います。

３０Ｍ開始時刻は５分１０分単位で設定する。

３０Ｍも５０Ｍと同様に行います。
　３　０　ｍ　の　開　始　

３０ｍの開始時間がきたら、ＤＯＳ・審判員は所定の位置に着き、会場の安全を確認して、ＤＯＳと審判員の３人は起立し、赤旗を上げる。そして、ＤＯＳはホイッスル２声(ムーブアップ)「ピー、ピー」と鳴らし、ＤＯＳ「先攻○○大学３０ｍ１回目」と言い、約１０秒後にホイッスル１声「ピー」を吹き、行射を開始する。以下５０ｍと同様に試合を進行していく。

「先攻○○大学30Ｍ１回目」

「後攻△△大学3０Ｍ1回目」

「後攻△△大学3０Ｍ2回目」

「先攻○○大学3０Ｍ2回目」

「先攻○○大学3０Ｍ3回目」

「後攻△△大学3０Ｍ3回目」

「後攻△△大学3０Ｍ4回目」

「先攻○○大学3０Ｍ4回目」

「先攻○○大学3０Ｍ5回目」

「後攻△△大学3０Ｍ5回目」

「後攻△△大学3０Ｍ6回目」

「先攻○○大学3０Ｍ6回目」

「先攻○○大学3０Ｍ7回目」

「後攻△△大学3０Ｍ7回目」

「後攻△△大学3０Ｍ8回目」

「先攻○○大学3０Ｍ8回目」

「先攻○○大学3０Ｍ9回目」

「後攻△△大学3０Ｍ9回目」　　　　　※

「後攻△△大学3０Ｍ10回目」　　　　　３０ｍ１２回目に両校はたいていタイムアウト
「先攻○○大学3０Ｍ10回目」　　　　　を申告してきます。タイムアウト中は赤旗を上

「先攻○○大学3０Ｍ11回目」　　　　　げたまま待っておいてください。チームが円陣

「後攻△△大学3０Ｍ11回目」　　　　　を終了し、ＷＬに戻ったら、ホイッスル２声の

「後攻△△大学3０Ｍ12回目」　　　　　後、ホイッスル１声で行射を再開してください

「先攻○○大学3０Ｍ12回目」

　競　技　の　終　了
３０ｍ１２回目が終了して矢取りに行き、採点を終えた選手は記録席に得点の報告に行きます。

記録席に得点報告を終えた選手はＤＯＳにスコアカードを提出しにきます。スコアカードを受け取る際に必ず選手サイン・採点者サイン・訂正サインなどの漏れがないか、ヒット数・１０点数・Ｘ数など全て記載されているかを確認してください。両校のスコアカードを回収したら、DOSと審判員で手分けしてスコアカードの合計得点に計算間違いがないかを確認する。この再計算の作業は時間をかけて頂いても構いませんので、しっかり計算してください。
計算間違いが合った場合は、当該選手を呼び確認してもらう。
この承認作業によって記録が最終確定となるので慎重に行うこと。
※この間に、DOSの方は各校代表者の方にリーグ戦意見書またはExtra Match意見書を記入していただくように言ってください。
再計算の作業が終了したら、各校代表者を呼び、得点を確認していただきサインをもらってください。このサインによって団体得点、個人得点とも最終確定となり、これ以降は訂正できません。

サインをもらったら、両チームを集合させ、成績発表を行います。
ＤＯＳは「集合してください。」と言って、両校を集合させます。

集合したら、　「只今より点数発表を行います。先攻○○大学◇◇◇◇点、後攻△△大学○○○○点。よって○○大学の勝ちとします。」「両校挨拶。」と言います。（記録会の場合は両校の得点を言うだけです。「先攻○○大学◇◇◇◇点、後攻△△大学○○○○点」「両校挨拶。」）

挨拶後に「解散してください。」と言って終了です。
その後ＤＯＳは↓

ＤＯＳは試合結果の両校の得点や男子６００点以上・女子５６０点以上の選手を控えておき、指定の時間までに（kiroku@jpn-archery.com）までメールしてください（結果報告のテンプレートはＤＯＳ実施要項参照）。

また、DOS報告書を記入します。

そして、DOSはDOS報告書（１枚）・リーグ戦またはExtra Match意見書（両校あわせて２枚）・スコアカード（全部）・記録用紙１枚（残りの２枚は両校にお渡しください）・メンバー表（両校あわせて２枚）を回収して元の封筒に入れてください。午前の試合の場合はその封筒をレンジ番の方に渡してください。午前のレンジ番の方は、預かった封筒を午後の試合が始まる前か、午後の試合終了後に会場にいる封筒を管理する係りに当たっている学連員にお渡しください（午後の試合の場合は、ＤＯＳが直接学連員に封筒をお渡しください）。

これで、DOS・審判員のお仕事はおしまいです。
ＤＯＳ・審判員をやるにあたっては、この資料以外にも「ＤＯＳ・審判員実施要項」「リーグ戦規定」「リーグ戦・Ｅｘｔｒａ　Ｍａｔｃｈ申し合わせ事項」「リーグ戦Ｑ＆Ａ集」をよく読んで頂きたいと思います。特に、弓具破損や垂れ矢、跳ね返り矢の対処の仕方は「リーグ戦Ｑ＆Ａ集」と「ＤＯＳ・審判員実施要項」を読んで、頭に入れておいてほしいと思います。なお、試合中に何かトラブルが発生し、判断に迷うようなことがあれば、遠慮なく競技委員にご連絡して頂きたいと思います。連絡先は以下に記載しておきます。

競技運営委員についての問い合わせ先 
　 大会競技委員長　　　　永尾嘉教　　　（学連アドバイザー）　　(090－8655－4726) 
　 競技委員長　　　　　　塩本勝久　　　（神戸大学）　　　　　　(090－7348－3774)
　 同副委員長　　　　　　永見健一　　　（大阪大学）　　　　　　(080－6115－3657)

　 　　　　　　　　　　　上野敦司　　　（関西大学）　　　　　　(090－6052－5450)

 　　　　　　　　　　　　大栢麻理也　　（滋賀大学）　　　　　　(090－2289－2189)
 　　　　　　　　　　　　北村優騎　　　（追手門学院大学）　　　(090－1482－5099)
 　　　　　　　　　　　　南知里　　　　（同志社大学）　　　　　(090－6209－6792)
